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陸上競技に於げろ計時の実験的研究 (Ⅰ)辛

比 嘉 徳 政

Ⅰ 目 的

瞬刻も記録に挑む競技者にとってはスポーツの特性の一つである競争性による勝敗以上に記

録の更新は重要な目標であろう.従って審判員の審判技術の巧劣は直ちに競技者のその競技に

対する意欲と励みに大きく影響するものと思われる.

陸上競技に於ける計時の問題は直接記轟の公認と関係があり,その測定の正確さが要求され

ることは言うまでもない.

叫l縄に於けるEl本陣連の公認審判員と将来体育の指導者となるべき琉球大学体育専攻学生,

及び一般学生の計時測定の結果を比較検討し,更に練習によって正確さが期待できるか否かを

実験的に確めるためにこの研究を企てた.

Ⅶ 方 法 及 び 手 続

1.被 験 者

被験者は公認審判,体育専攻学生,及び一般学生 (初等教育学科)の3グループで,各柿の

人数及び年令の中央値 (Mdn)は Tablel に示す通りである.

2.測 定 器 具

(イ) ス トップオッチ 3 佃

(ロ) 刺 激 灯 1 個
Tablel 被 験 者

刺激灯は円筒形妥全灯(乾電池)の大型で

スイッチにより赤,青のいずれの豆球も 公 認 審 判

点滅できるようになっている.実験の際,

室内では赤,屋外では符と,夫々の条件

で被験者に認知され易い色を使用した,

一 般 学 生 i20

Man
皇室金)

29:6

20二5

20‥21 182名中

3.実 験 手 ま売

実験に被鹸者2名ずつについて,公認審判グループは屋外 (競技場).学生の2群は室内に

おいて実験した.提示刺激は沖縄における 100m 走の最高記録を採用して,ll.0秒 とした.

刺激灯の操作や音等の察知を防ぐために実験者と被験者の距離を5mに保った.予令の後,最

初の刺激 (点灯)で時計を始動させ,その後被験者に2,3秒間目をつぶらせた.その間に実

験者は屯灯を消し,刺激提示の準備を整え,ll.0秒で第2の刺激 (点灯)を与え,被験者に時

*本研究は琉球大学1962年度研究助成費による研究のまとめである.
梢,汽料#.坪にあたって御協力下さった東Tt康治助教授,比書トミ子氏並に調査実験に参JJt]下さった
公認者'札民,学生諸氏に深く感謝致します.
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計を止めさせ,現われた時間を報告させた.このような手続きで15LJjlKわたって計時の試行が

行われた.

なお練習効果をみるために,専政学生グループに対し,期日を異にして (約2週 間),計時

の練習をさせた.練習の場合も前記実験と同じように,被験者 2名ずつについて行った.練習

方法として,ll.0秒ではなく,いろいろと変った刺激を提示して被験者に時間を測定させ試行

終了の度に提示刺激の正確な時間を教え,刺激時間と計測時問のずれについて確認させた.こ

のような方法で計時の練習を10回にわたって行わせた.この練習試行の後 1週間の期間を置い

て,再び第 1回の実験と同じことを,同じ方法で実験して,練習試行の効果をみることにした.

V 結 果 及 び 考 察

1.結 果 の 処 理

公認審判,体育専攻学生,及び一般学生の3群の実験結果,並.びに専攻学生グループの第2

実験の結果は,結果の考察の とで直接必要でないので,資料として AppcndixI～lVまでに-,jl･

すことにした.なお,Appendixには測定値 (測定時間)をそのままで示してあるれ 結果の

分析に当っては,計算の便宜上,測定値はすべて次の通 り-･桁の数字に闘 負えることにした.

以下に示す分析結果はすべてこの置換えられた測定値を使用したものである.

1 (10.7秒) 2 (10.8秒) 3 (10.9秒) 4 (ll.0秒)

5(ll.1秒) 6(ll.2秒) 7(ll.3秒) 8(ll.4秒ノ

測定値の分布は,個人及びグループのいずれの場合も,正規分布からlIT成 り逸脱しているこ

とが明らかなので,分布の代表値及び散布度は,それぞれ中央値 (MJh),及びJq分偏差 (Q)

を用いることにした.

2.3集 団 間 の 比較

各群の各被験者が15試行の計時実験を行ったことは前述の通 りである.'ii･畔の呑被放--.-rl･の81IJ
定値の分布 (Appendix参照)から,各被験者の Mdn,及び Qを求めて示したものか Table

2である.同義の各被験者の Mdn,及びQを3群間で比較検定 (増鎮定)した結果は Table

Table2 各郡各被験者の15試行の MdnとQ

1 ■4.190.55.3.94iO.5014.29.0.60;≡11 3.82.0.394.69 0.52
5.OO F0.34i4.19.0.55 4.63 0.76'12 r3.94

3 .4.000.34 4,51F0.54r5.OOF0.67 .13 '4.09

;二喜; i.oI4643

6

7

8

9

0

1

1.06 4.71I0.661.14 4.69

oo.'諾 r.;:16冒I.0.'47ヲ日 喜

0･66l'5･13
0.58'5.42

4.71 0.56.4,71F0.60
】 l

313Jp･49J41ヲ畑 o:_24工29

0.50.35110.70 4･25jO･725.08 0.66

0.34'4.33 0.57 5.25

0.52 4,22

0.50 4,42

0･3814･00

4.86 0.48
J

4.31 0.61

0.42 4.31 0,61

0.50I3.7810.47

4,43 0.58
4･7810･44
5.78!0.47

4.44 0.54.4.63･0.80

4.78;0.47 4.2210.47 3.8610.57
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3に示す通りである.Table3の (a)及び (b)に示す比

較は (a)の Mdnの場合は提示刺激時間 (ll.0秒)と計

測時間とのずれの大きさ,Qの場合はその値の大きさ,に

基づいて x2検定 (3)が行なわれた.同表が示す通り,3

群の Mdnの比硬結果は,いずれのグループ間においても

統計的有意差は認められない.

但し,公認審判グループ並びに体育専攻 グループと一般

学生グループ間の差はそれ ぞれ10%レベルでは有意であ

り,経験渚 (公認審判と専攻学生)と未経験の間に差のあ

る傾向を示唆しているといえよう.次に同表 (b)に示す

Qの比較は3群間のいずれの場合も有意で,公認審判,体

育専政学生,及び一般学生の順となっている.これは個人

の測定値の散布度が,公認審判グル-プにおいてもっとも

小さく,-一般学生グループにおいてもっとも大きいことを

意味する.

Table3 各グループ間の比較

(a)Mdnの比較

一
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A
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3.練習効果について

計時の練門効果をみるためにこっの手続きをとった.その一つは,15試行にわたる計時実験

Table 4

(;l)公 .,'lL'.1* ､r･Tj (b)専 政 学 生 (C)一 般 学 生

<-
1

2

3

4

5

6

7

8
9

0

1
2

3

4

5

6

7

8
9

0

l

被
験
一

1

1
1

1

1

1

1

1

1
1

2

;

M

4

5

Man Q Mldn･Q

I: ＼ -1丁 ∵ : "～.. I. 1::/ ..1∴ h.TL:I:'1- 二 1::･:':-:I-㍗ :':チ.

4

4

~∩
)I
Lt5

3

8

0

0

6iJ
八秒

0

3

4

4

4

4

00 0.35 3 L4.88.0.47.4.38と0.49 3 i5.13i0.534.670.59

6310.49 4 15.0011.2815.6310.59 4 .5.00】0.63･4.630.47

00lo.354.2010.39

3.670

4.3810

5

3

2

7

6

9

4

4

3

≡;i.

3.3010.59

4.200.39

0.785.20!0.39

3

日H

4

訓

4

0

3.33.0

00

付J
.｣
州
別

1

8

4

4

0

00

8

0

8

3

0

8

3

4

3

0

00

7

3

0

6

3

8

4

4

4

9

9

7

7

2

6

4

4

0.57

3.8010.45

4･20m ･39

59

2

一八u1

0

.
0
.

雪

儲

4
4

.

03

6

3 9

4

0

(ul

0

444

1

33

2

6

8

3

4

EI

4

0

=JJ

8

3

7

35 6 14,33●0.94.4.080.21

0.49

9

9

8

6

5

7

0

0
0

3

7

5

3

6
7

3

4
3

9

9

LTU

2

5

3

0

0

0

2

7

0

9

6

0

3

4

4

父
U
9

0F:

0

0

0

0

8

3

5

3

8

1

7

6

4

3

4

4

1

2

3

4

1

1

1

1⊥
49 15 i4.67L0

6913.9210.29

……i

3.630.59

5 3 0

α
)

0

4
一
4.3810.49

3914.6710.59

7

7

8

0
)
9

4

9

7

4

5

7

0

0

6

nU
2

080.30

4

3

5
T
lTr?

2

3

0

0

∩4
1
0

9

0

3

4

67

r:

ーlH
9

9

9

4
4

4

0

0
0

3

8

3

6

3

6

4

4

3

0010.63

luU

3

0.49

10.7814.630.59

i1.19:4.3310.94

7 L5･25.0･77L5･00 0･92
8 5.67.0.595.00.0.63

壬… 1≡:……i3:≡…･;:喜喜1冒:器
■

5

3

00

2

1

3

6

5

4

3

4

5

1

｢⊥
l

0.77;4.880.47

1

0.47i4.670.59

0.604.3310.69

4

8

00

57

4

6

1

2010.39

88

4

4

90

cy叫
亡U

4

7

1

0
.

0
.

0
.
I

:.:･:
i:

.L･;-
.

∴7

9

7

【

4

5

4

0

0

0
‥

13

67

13

】

4

4

4

,

0.47

Ll∴ 二■･:守 :

594.000.63



14

Table5前半及び後半の比較

(a)Mdnの比較

竺 ⊥__p____
公 認 審 判 10.45

専 攻 学 生

一 般 学 生 0.01

(b)Qの比較

二 ~一二 ⊂幸三 亡 IP

公 認 審 判
専 攻 学 生

一 般 学 生

比 嘉 徳 政

の前半と後半の比較である.15回の試行のうち第8試行を

除いて,実験を前半の7試行と後半の7試行に2分し,各

被験者について前後半のそれぞれの Mdn及び Qを求め

た･Table4は各群ごとに,各被験者の前後半の Mdn及

びQを示したものである.同表の資料から練習効果の有無

及びその程度を検討するために,各群ごとに前半の成顔と

後半の成績を比較検討した.その結果は Table5に示す

通 りである.検定の方法として,各群の各被験者の Mdn

及び Qを各被験者ごとに前半と後半を対応させ,Mdnの

場合は提示刺激 (ll.0秒)からの逸脱が前半に比較して後

半で変動があったか否か,又Qの場合は前半に比較して後

半でその値が変動したか否か,に基づいて各群ごとにサイ

ソ ･テス ト(3.p.190-p.191)を行った.Table5(a)

はいずれのグループも前半と比較して後半の成績が向上す

る方向を示唆し,公認審判及び専攻学生グループの場合は有意でないが,一･般学生グル-プの

場合は前半の計時より後半の計時がより正確になって,その差は1%レベルで有意である.同

表の (b)のQの比較も,いずれのグループも有意でないが,Mdnの場合とほぼ同じ傾向を示

している.

Mdn及び Qのいずれの場合も,練習効果が一般学生グループでもつとも大きく現れ,公認

審判及び専政学生グループでは小さくなっていることは両群が計時の経験者であるのに対し,

一般学生群が未経験かさもなければ経験に乏しいことに帰因するものと解釈してよかろう.公

認審判及び体育専攻学生の両グループでは,練習効果のあることを示唆しながらも,有意な効

果を示していないのは,彼等が計時の経験者であ り,少くとも初回実験のような経験からはす

でに学ぶことのない段階まで到達しているものと考えられる.

練習効果をみるために採用されたもう一つの手続きは,前章で述べた通 り体育尊攻学生グル

ープに対して特別な訓練を行い,その後に初回実験 (以下これを第1実験と呼ぶ)と同一条件

で再び15試行にわたる計時実験 (以下これを第 2実験と呼ぶ)を行い,両実験の計時成績を比

較したことである.Table6は第2実験における各被験者の15回にわたる計測時間の Mdn及

びQを示す.同表の Mdn及びQとTable2で示した同グループの Mdn及びQを被験者ごと

に対応させてサイソ ･テス トを行った結果は Table7に示す通りである.同表の CRは Mdn

及びQのいずれも 1%で有意で,前述の特別な訓練の効果が第2実験の成績に現れていること

を示している.

練習効果をみるために採用された二つの手続きを通し,第 1実験においてほ一般学生グルー

プの Mdnのみに有意な練習効果が現れ,第2実験では第 1実験で有意な練習効果のみられな

かった体育専攻学生グループに MdnのみならずQにも訓練の効果が現れることを知ることが

できた･第 1実験において,一般学生グル-プでは有意な練習効果がみられながら,公認及び

専政学生の両グループではそれが認められなかったことについて,その推定原因はすでに指摘

した通 りである.然らば第 1実験では有意な練習効果の認められなかった体育専攻学生グルー

プが特別な訓練によって練習効果を示した事実はいかに説明すべきだろうか.これは読者にも

すでに明らかなように,両事態における練習方法の差異に原因することは疑う余地のないもの
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である.第1実験においては単なる計時試行の繰返しであっ

たのに対し,第1実験と第2実験の間に挿入された練習は,

試行の慶ごとに計測時間と提示刺激のずれを被験者に知らせ

るもの,換言すれば結果の知識の与えられた試行であった.

練習において,結果が知らされた場合と結果が知らされない

場合とでは,前者が学習に有利に働くことは Arps(5)に

よって指摘されたことであるが,本研究も同様な結果を示し

ている.

本研究は陸上競技における計時に関する実験的研究として

企てたものであるが幾多の問題点を残している.その主なも

のをあげてみたい.まず実験計画の問題点として被験者群の

説定の問題が指摘されよう.体育専政学生群に対して第1実

験と第2実験の間に特別な訓練を挿入してその効果を観察し

たが,その際に別に統制群 (controlgroup)を置いて両群

の比蚊をすれば,練習の効果についてもつと確かな観察がで

きたであろう.次に実験手続きについては,刺激提示の問題

がとりあげられなければならない.本研究では実験における

提示刺激の時間を11.0秒に固定したが,そのために被験者の

中には刺激が11.0秒であることに気付いたものがいなかった

とは=:-;えない.もし被験者が刺激時間について或る知識をも

っていたとすれば,それが統制されない要因として働いたこ

となにる.刺激時間をその都度無作意に変化させることによ

って,この安田を統制することができたであろうと考えられ

る･本研究で,計時負になるためには計時の訓練が必要であ

ろうという一つの結論ともいうべき事実が明らかにされたと

思われるが,練習効果ついてはなお今後に残された問題が多

い.まず練習効果の永続性が-･つの問題点であり,なお又,

もっとも効率的な訓練計画がいかなるものであるかというこ

Table6

第2実験のMdn及びQ

15

Table7

第1と第2実験の結果の比絞

IcR Pl

Man l 2･90 0･01

Q l 2.68 1 0.01

とについて解明することも今後に残された重要な課題の一つであろう.以上にあげたことは本

研究の閃題点及び将来に残された課題の主だったものに過ぎず,その他にも計時及び計時員に

問題点は多かろうと考えられる.これらの諸問題の解決は,本研究をその手初めとして今後の

課題としていきたい.

Ⅳ 要 約

計時の正確さが陸上競技の記録にとって極めて大切なことは言うまでもない.ことに沖縄に

おいて公認競技場が次々と建設されつつある昨今その重要性が強調されてよい,本研究は計時

(及び計時員)に関する実験的研究の一つの試みとして企てられたものである.

実験対象として公認審判員,大学の体育専政学生,及び一般学生から夫々20名を選び,3群

の被験者に15試行にわたる計時実験を行った.実験の手続きとして,実験者が被験者 2名ずつ
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に対し,安全灯によって-Jf時IElq(ll.0沙)の光刺激を与え,被験者にス トップ ･オッチによ

ってその刺激の時間を計らせた.15回にわたる計時試行によって得られた15の測定値の中央値

(Mdn)及び四分偏差 (Q)を各被験者ごとに求め,各個人の測定値の代表値及び散布度とし

た.以上が第1実験である.この第1実験の結果にもとづいて,公認審判体育専政学生,及び

一般学生の3群の比較を行った.

なお練習効果を観察するために次の二つの手続きがとられた,その一つは第1実験の15回に

わたる計時実験の第8試行を除いて前半と後半に2分し,各被験者の各半の Mdn及びQを求

めて各群ごとに前後半の比較を行った.

もう一つの手続きとして,体育専政グループに対し第 1実験の後2週間の期間をおいて特別

の計時訓練を行い,その後更に 1週間の期間を置いて第 1実験と同じ計測実験 (第2実験)杏

行った.第 1実験と第2実験の間に挿入された特別の計時訓練は,試行ごとに提示時間の異っ

た光刺激を与えて,被験者に時間を計らせ,その都度,計測時問と刺激時間とのずれを知らせ

て修正させたことである･これを10試行隼わたって練習させた･第 1実験と第2実験の結果の

比較を適して特別訓練の効果について観察した.

本研究の結果の分析から次の諸点が明らかになった.

1.公認審判,体育専攻学生,及び一般学生の3群の被験者を各被験者の Mdn及びQにも

とづいて相互に比較した結果,

a) Mdnでは3群のいずれの比較も有意な差はみられなかったが,公認審判 グループ,

及び体育専政グループのそれぞれと一般学生 グループ間の嘉は10%レベルでは有意

で,計時の経験者と未経験者の間に差のある傾向を示唆している.

b) Qの比較では3群問に統計上問題にすべき差は認められなかった.

2.練習効果をみるためにとられた二つの手続きを通して得られた結果は,

a) 3被験者群の第1実験の前半と後半の比較において,Qはいずれのグループの場合も

有意でない.Mdnは公認審判,及び専政学生の両グループでは有意な差が認められ

ないが,一般学生グループでは後半の成績が前半のそれよりも向上し,その差は 1%

レベルで有意である.この結果は,公認審判及び専攻学生の2群と一般学生群の間の

計時に関する経験の有無及至は経験の寡多に帰関するものと解釈される.

b) 体育専攻学生の櫓別な訓練を狭んでの第 1実のと第2実験の結果の比較においては,

Mdn及びQのいずれも第2実験で成績が向上してお り,しかもいずれも1%レベル

で有意である.第 1実験の前半と後半の比較では有意な向上を示さなかった体育専攻

学生グループが,このように著しい向上を,示した原因が第 1実験と第2実験の間に挿

入された計時訓練にあったことは告 うまでもない.

なお今後の課題として残された問題が指摘された.即ち,計時練習の効果の永続性,計時員

の養成に必要なもつとも効率的な計時訓練の計画等がその主なものである.
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AN EXPERIMENTAL STUDY OF TIME
MEASUREMENT IN IRACK EVENTS (I)

by

Tokumasa HIGA

ABSTRACT

The present study had a two-fold purpose. One was to determine inter- and intra­
group variability in the measurement of time, using three groups of subjects with 20
in each, viz., certified judges (CD, physical education majors (FE), and unselected
college students (UC). The other was to empirically demonstrate how a certain training
might affect the accuracy of time measurement.

Major findings were as follows:
1) There were no statistically significant differences among three groups. but CJ

and FE groups combined were somewhat better 00%) than UC group in the accuracy
of time measurement.

2) Nor were any differences among three groups in the reliability of time mea­
surement.

3) Only UC group showed a significant improvement 0%) with practice as
determined by comparil'g its mean performance in the second block of 7 trials with
that of the first block of as many trials. The discrepancy in the practice effects was
attributed to UC group's relative lack of prior experience of time measurement.

4) FE group was later given a special training in which the stimulus duration

was varied (unlike before) from trial to trial and S was immediately informed how
well he did after each trial. The group was found to be significantly better 0%)
after the training than before the training. .



APPENDIX I 0~~~JlH'~iIlt\E* (ill L.~7Fjfi1J8R11.OrY)

~;:~! 1 I 2 I 3 I 4 i 5 ! 6 I 7 I 8 I 9 1 10 111 ! 12 1 13
1

14 ! 15

-- 1 I l'i. 1111.011:'1 '1.1. 2 11~i:I1.:·o -1ul-i1:0ll'O-9'\! 11.'0111Q.'9111.0111.0111.0111.0
2 11.1,11.1 11.2 11.1 11.1- 11.2 11.1,11.1 11.0 11.1 11.0 11.1 11.11 ILl! 11.1
3 11.0~ 11.1 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 lO.9

1

11.0 11.0 11.1'[10.9

1

11.0, 11.0; 11.0
4 11.1111.2 11.0 11.2 11.0 11.0 11.0110.9 11.0 11.0111.1 11.1 11.0' 11.1 11.1
5 10.9: 10.91' 11.1 11.0 11.0 11.1 11.0 11.0 11.0111.0 10.9 11.0.11.0 10.9 11.0
6 11.0

1
10.811.011.011.011.011.111.111.011.1,11.0

1

11.0

1

11.011.011.1
7 : 11.0; 11.1. 10.9 11.0 10.9 10.9, 11.0i 10.9, 10.9; 11.0110.810.9.10.9.11.011.0
8 ,11.0: ILl, 11.1 11.0 11.0 11.1 11.0 11.0 11.1111.0 11..0 11.0,11.0 11.1 11.0
9 11.2 11.2~ 11.111.111.0! 11.011.011.011.211.1 11.1,11.211.111.1,',11.1

10 11.111.011.011.1 ILl! 11.111.0 11.0 11.0 10.9,11.111.011.111.0, 11.0
11 11.0 11.0: 11.0 10.9' 11.0 11.0 11.0 10.9 10.8,10.9111.0' 11.0: 11.0 11.0i 11.0
12 11.0 11.1' 11.0 10.8 10.9 10.9 10.9 11.0 11.0 11.0 11.0 11.1 11.0'111.1 11.0
13 ! 11.2 10.9111.1 11.0 11.0 11.0 11.0 11.1' 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0
14111.011.1111.0,11.111.211.111.111.111.011.111.111.0111.111.011.0
15 11.0 11.0 10.9110.9 10.9 11.0 10.9 10.9 11.0 11.0 11.0 11.0'10.9110.9 10.9
16 11.0,10.9 11.8 11.0 11.1,11.1111.0 l1.0j 11.0 11.0 10.9 11.0 11.0 11.0 11.0
17

1

' lO.9111.0 11.0,10.9: 11.0: 11.0 11.1 11.0,10.9 11.0 11.0 11.0 11.0 10.9 10.8
18 11.1 11.2111.1, 11.0 11.0 11.1 11.0 11.0110.8 11.0 11.0 11.0 11.0111.1 11.0
19 10.8

1

' 11.0 11.0 ILl, 11.1: 11.0 11.1 11.1111.1 11.1 11.0 11.1 11.0 11.0 11.0
20 11. 1 11. 1 11. 11 11. 0111. Ii 11. ~,11. 1 11. 1 11.0 11. 1'. 11. 2 11. 0 11. 1 11. 0 11. 1

APPENDIX II f*WW~ct~~1 ~~I;::.:tnvt QlH-~iIlIJ~* (ill L~7FJIi1J~11.0rY)
~~~-

~~~.~IIi 2 i 3 I 4 I '5 i"';1-7 r~-r-~1~~T;-113 1
14

1
15

1 1111.0 11.0111.111.0 11.1111.0110.9111.0110.91 11. 01 10.81 11. OJ' 11.0 10.9: 11.1
2 11.111.1

1

11.2 11.1 11.011.0 10.9 11.01'10.8 11.0 11.0 11.111.0 11.0111.0
3 11. 2 11. 1 11. 1 11. 1 11. 1 11. 0 11. 0: 11. 0 11. 1 11. 1111. 1 11. 0 11. 1 11. 01 11. 0
4 11.4 11.3 11.0 11.0 11.0 11.111.211.111.211.2 11.111.2; 11.011.111.2
5 11.1 11.0 10.9 11.0 11.0 10.8 11.d

l

11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 10.9 11.~ 11.0
6 lo.8IlO.811o.7 10.811.0111.1 11.111.011.0111.0,11.010.9' 11.0 11.1, 11.0
7 11.0 11.0 10.9 11.0' 11.1 11.0 11.1 11.2111.1 11.0111.1 11.0 11.0 11.1 11.0
8 11.0,11.0 11.0 11.0 11.0 10.9 11.0,10.9 10.9 lO.8 10.9111.0 11.0

1
.11.1' 10.9

9 11.1 11.1 11.011.1 11.0 11.0 11.2 11.1,11.0111.1 11.3,11.111.0: 11.111.0
10 10.91' 11.0 11.0 11.0 11.1 11.0

1

11.0, 11.0! 11.1111.1, 11.0' 10.9 10.9 11.0 10.9
11 11.011.011.1 11.111.111.2 11.1

1

11.11 11.211.111.111.0 11.0 11.1,11.0
12 11.1110.9 10.810.9 10.9 11.1: 11.110.911.011.0 10.9 11.0 11.0 11.0! 11.1
13 11.0 11.1 11. 2 11. 2 11.1 11. 0, 11.0 11.0 11.0 11. 0 11. 0 11.1 11.1 11. 0, 11. 0
14 11.111.111.111.111.0 11.01 11. OJ 10.9 11.011.011.0 11.0 11.0. l1.0i 11.1
15 11.0 11.0111.111.111.1,11.21.11.0111.111.111.0, ILL, 10.9 10.9111.0111.0
16 11.0 11. 0 11. 0 10.9 11.0 11.0, 11. 0 11.1 11.0 11.1, 11. 0 10.9 10.9 11. 1 11. 0
17 111.0 11.1 11.0 11.0 11.0' 11.0! 10.91' 11.0 11.0 10.9111.0110.9 11.0 10.9110.9
18 11.111.1111.111.0 11.0 11.111.111.2 11.1 11.1 11.011.0 11.0 10.9111.0

~6 liL61 n}ii~~!J~:,6 nlUL~, iUI)L~}i:,~, n:,~!,~\Iln:6Ii_}L61 !~:~! n:~

19



20 it

APPENDIX III -Al!:+~jjf~nm)£;& (ill L-~7FJ¥lJjjlbl1.Of»

~I 1 2 1 3 j 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 110 111 1 12 !-~T~F
1 11.1 11. t 11~11 11. oj 10.9 11. 0 11.111. 2111. 1111. 0111. 0~l'lo~9 11:0'11. 0
2 11.0 11.2

1

11.1 11.2 11.2 11.2 11.0 11.0 11.0
1

11.1 11.0 11.0 11.1 11.1 11.0
3 11.2 11.111.311.111.1 11.1 11.1 11.211.1

1
11.0 11.2 11.1: 11.0, 11.0 11.1

4 11.111.2,11.2 11.0 11.111.111.0 10.9111.111.011.111.0 11.111.110.9
5 11.3 11.2 11.3 11.1 11.2 11.2 11.1 11.0:

1

11.2 11.3 11.1 11.1 11.2 11.1 11.1
6 10.9 11.111.111.0 11.0,11.011.110.9 11.0 11.0 11.111.011.011.011.0
7 11.011.211.2 11.2 11:1111.011.111.1 11.211.2, 11.011.011,2 11.111.0
8 11.3. 11.2 11.2:11.1 11.1111.1 11.2 11.2111.1' 11.0' 11.2 11.0 11.2 11.1 11.1
9 11.2: 11.011.111.0,11.1111.2 11.0 11.111.t 10.9 11.011.111.011.211.2

10 10.8110.8 11.0i 11.1' 11.0, 10.9 11.2 11.111.211.2 11.010.9 11.1 11.0' 11.0
11 11. 3 11. 0110. 9 11. 0: 11. OJ 10.9 10.9 11. 0, 11. 1 11.2 11. 1 11.1 11. 0 11. 0 11. 1
12 11. 0 11. 2 11.1 11.2 11. 11 11.1 11. 2 11. 0i 11. 0

1
11.2 11.1 11. 0 11. 2 11. 1 11. 1

13 11.2 11. 0 11.1 11.1 11.1 11. 2 11.1111. 01 11.1
1

11.1 11. 0 11.2 11. 0 ILl, 11. 0
14 11.3 11. 2 11. 3 11.3 11.1 11. 2, 11.1 11. 0111. 0

1

11.1 11. 0 11. 2 11.1 11.1 11.1
15 11.0 11.2 11.0 11.0 11. 0 11.1 ILl, 11. 0

1

11. 0 10.9 11.0 11.1 11.1 11. 2 11. 0
16 11.0 11.1 10.9 11.0 11. 2 11. 2' 11.1' 11. 0 11.1', 11. 0, 11.0 11. O. 11. 0

1

11. 0 11.1
17 11.1 11.1 11.1 11.0 11.0 10.9 11.1 11.1111.0111.1 11.2 11.1 11.0 11.1111.1
18 11.2 11.2 11.2

1

11. 3 11.2 11. l' 11.1111.1 11. 2 11. Ii 11. 2, 11.2
1

' 11.1 11. 2 11.2
19 11. 3 11.1 11.2 11.2 11. 1 11. 0 11.1 11.0 11.1 11.1111. 0 11. 0 11. 0 11. 0 11. 0
20 110.9' 11.0 10. 9_~!j 11:~_~_1. ~i 10. 9 11~~~~ ~O.~~~.~tl1.,ll 11.1 11j 11. 0

APPENDIX IV {$:lJ·.wJ5l+~~2 W!~§H=-m-vt Q ;}1~'ill.lJk~ (ill L fJl:~J¥lJi%l11. om
~ ~I ,1 ! 2 ; 3 : '4-1 -;- II 6-1~-8 I 9 110 II 11'r 12 1 13 '; 14 : 15
-~~ , I ,I 1 I , I ,
-1-11.O! 11.0Imll1:<{U:-O: 11.01 11.0! 11.1 11:-111.1111.0 10.9,11.0111.0; 11.0

2 11.111.010.911.0 11.0111.0111.0111.011.111.1111.0,11.1111.011.0111.1
3 10.9 11.1; 11.0

1

11. 0 11.1 11.0 11. 0 11.0 11.0 11.0, ILL! 11. 0 11.1 11.1 11. 0
4 11. 1 11. 0 11.1 11. 0 10.9

1

11.1

1

11. 0 11.0 11.0 11.1 10.9[ 11.1 11.0 11.01 11. 0
5 11. 0 11.1111.1 11. 0 11. I, 11. 0 11. 0 11.0 11. 1 10.9: 11. 0: 11. 1 11.0 11. 01 11. 1
6 11.0,11.010.9: 10.911.0: 11.8 11.0 11.1 11.1,11.1,11.011.0 11.0 10.9,10.9
7 11.010.810.9 11.0 11.111.0 11.111.111.111.111.0 11.0,11.1111.011.0
8 : 11.0, 11.0111.0 11.0 lui ILl! 11.01 11.0 11.0,11.0 11.0 11.1110.9111.0 11.0
9 ,10. 9, 11. 0' 11. 0 11. 1 11.0' 11.0' 11.11 11.0 11.01 10.9 11. 0 11. 0 10.9, 11.0, 11.1

10 ,11.1111.1111.0 11.0 11.111.0: 11.010.9 11.0 11.0 11.0 10.9,11.0111.0111.0
11 i 11. 01 11. 0 11. I, 11. 1 11. 0 10. 9'110. 9 11. 0 11. 0 11. 0 11. 1 11. 1 11. 1 11. O~ 11. 0
12 i 10.9j 11.0 11. 0i 11.1 10.9 11.0 11.1 11.1 11. 0 10.9i 10.9 11. 0, 11. 0, 10.9: 10.9
13 ,11.111.111.0,11.0 10.9 11.0111.0 11.110.9 11.1111.011.0,11.111.111.0
14 '11.0,11.0 11.111.0 11.0,11.110.9 11.0'11.0 11.1

1

11.0 11.0: 11.2 10.911.0
15 11. 0111. 0, 11.1 11.1 11.1 10.9, 11.0 11.0

1
11. 0 11.0, 11.1 11. OJ 11. 0 11. 1 11. 0

16 11.1 11.°11.1111.1 11.1 11.1 11.1 10.9 11. 0, 11. 0: 11.0 10.9 11. 0 11. 0 11. 0
17 11.0, 11. 0110. 9 10.9 11. ° 11. 0, 11. I, 10.9111. 11 10.9 11. ° 11.0. 11. °

1
' 11. ° 11.1

18 11.2 11.1 11.0 11.1 11.0 11.2 11.0111'°111.0 11.0 11.0 10.9' 11.0 11.0 11.0
19 11. ° 11.1 11.1 11.01: 11. 0jl 11. OJ' 11.°

1

10.9 11. ° 11. ° 11. ° 11.11 11.0 11. 0 11.0
20 ,10. 9j 11. OJ 11. 0, 11: 1 11. ° 11.0 11.1 1?':~~L::~,1:,1.,~Ll1.0! 11-: 11.1


